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12月定例会視点・論点
12月定例会において、各常任委員会で議論となったものを各委員長がまとめたものです。

総
務
委
員
会

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
六
件

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
た
。

　
第
九
九
号
議
案
「
市
営
住
宅
基
金

条
例
の
制
定
」
は
、
老
朽
化
し
た
市

営
住
宅
を
将
来
的
に
良
好
な
居
住
環

境
へ
整
備
す
る
た
め
に
基
金
を
設
置

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
〇
〇
号
議
案
「
市
民
防
災
対

策
活
動
等
支
援
基
金
条
例
の
制
定
」

は
、
全
国
か
ら
の
福
岡
県
西
方
沖
地

震
へ
の
義
援
金
を
も
と
に
、
今
後
の

大
規
模
な
災
害
時
に
支
援
を
行
う
た

め
の
基
金
を
設
置
し
た
が
、
今
回
被

災
し
た
方
々
へ
の
配
分
も
考
慮
す
る

よ
う
要
望
が
な
さ
れ
た
。

　
第
一
〇
七
号
議
案
「
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）
」
の
主
な
内
容

は
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
及
び

塵
芥
収
集
運
搬
委
託
料
や
塵
芥
焼
却

処
理
委
託
料
等
の
増
額
が
あ
り
、
特

に
ご
み
有
料
化
の
措
置
に
つ
い
て
は
、

市
民
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮

す
る
よ
う
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
の
議

案
に
つ
い
て
は
、
反
対
が
一
名
あ
っ

た
。

　
こ
の
他
に
、
県
内
の
市
町
村
合
併

に
伴
う
市
町
村
数
の
増
減
に
関
す
る

二
議
案
を
審
査
し
た
。

　

文
教
委
員
会

　
付
託
議
案
六
件
を
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
全
議
案
を
可
決
し
た
。

　
人
事
案
件
二
件
は
教
育
委
員
会
委

員
と
し
て
　
田
典
子
氏
を
任
命
す
る

議
案
と
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
　
田

一
美
氏
を
推
薦
す
る
議
案
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
同
意
し
た
。

　
第
一
〇
二
号
議
案
「
春
日
市
立
学

校
校
舎
校
庭
使
用
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

の
改
正
の
内
容
は
、
春
日
市
立
学
校

の
校
舎
校
庭
の
う
ち
、
今
ま
で
使
用

料
が
無
料
で
あ
っ
た
多
目
的
教
室
及

び
特
別
教
室
の
使
用
料
を
徴
収
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
平
成
八

年
度
学
校
施
設
の
開
放
事
業
を
開
始

し
て
十
年
が
経
過
し
た
今
日
、
生
涯

学
習
の
推
進
と
い
う
当
初
の
目
的
を

達
成
し
た
と
い
う
判
断
か
ら
市
民
の

利
用
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
と
と
も

に
、
受
益
と
負
担
の
適
正
化
を
図
る

た
め
で
あ
る
。
全
員
が
同
意
し
た
が
、

審
査
の
過
程
で
生
涯
学
習
団
体
と
は

性
格
を
異
に
す
る
団
体
が
利
用
し
て

い
る
こ
と
が
委
員
か
ら
指
摘
が
あ
り
、

委
員
会
と
し
て
も
執
行
部
に
対
し
、

調
査
を
行
い
対
処
す
る
と
と
も
に
、

公
平
な
事
業
の
推
進
を
求
め
た
。

　

　

厚
生
委
員
会

　
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
決
算
認

定
案
件
三
件
に
つ
い
て
は
、
全
員
が

認
定
す
る
こ
と
に
賛
成
し
た
。

　
今
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
の

う
ち
、
条
例
案
件
三
件
、
補
正
予
算

案
件
三
件
、
そ
の
他
の
案
件
五
件
に

つ
い
て
は
、
全
員
賛
成
で
可
決
、
請

願
に
つ
い
て
は
、
年
金
未
加
入
者
の

加
入
促
進
、
加
入
者
の
滞
納
解
消
な

ど
問
題
が
多
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

と
の
結
論
に
達
し
不
採
択
と
な
っ
た
。

　
議
論
に
な
っ
た
の
は
、
国
民
健
康

保
険
税
改
正
に
つ
い
て
国
保
会
計
実

質
収
支
は
赤
字
の
連
続
で
、
そ
の
補

填
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
あ

り
、
一
般
会
計
を
圧
迫
し
て
い
て
税

率
改
正
も
や
む
を
得
な
い
と
の
結
論

に
達
し
た
。
次
に
、
保
育
所
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
選
考
期

間
が
短
す
ぎ
て
十
分
な
判
断
が
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
、
保
育
の
継
承
、

保
護
者
へ
の
情
報
提
供
、
慣
ら
し
保

育
の
充
実
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
次
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
一
法

人
が
受
け
る
に
は
大
規
模
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
、
地
域
で
の
人
材
活
用

や
公
募
等
に
よ
り
委
託
先
を
広
げ
て

は
ど
う
か
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

建
設
委
員
会

　
ま
ず
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
決

算
に
関
す
る
四
議
案
に
つ
い
て
、
閉

会
中
に
審
査
を
行
っ
た
。
都
市
開
発

資
金
事
業
等
の
三
議
案
は
、
全
員
賛

成
で
あ
っ
た
が
、
下
水
道
事
業
は
、

料
金
設
定
に
問
題
が
あ
っ
た
等
の
反

対
討
論
が
な
さ
れ
、
賛
否
が
分
か
れ

た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　
今
期
定
例
会
で
付
託
を
受
け
た
の

は
議
案
七
件
と
報
告
一
件
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
町
名
地
番
整
備
に
伴
い
、
上

白
水
公
園
の
位
置
の
表
示
を
変
更
す

る
条
例
は
全
員
が
原
案
に
賛
成
し
た
。

　
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
は
、

節
別
明
細
表
な
ど
を
中
心
に
補
正
の

内
容
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
採
決
の

結
果
、
全
員
が
原
案
に
賛
成
し
た
。

　
次
に
、
第
一
一
九
号
議
案
か
ら
第

一
二
三
号
議
案
の
五
議
案
は
市
町
村

の
合
併
・
編
入
に
伴
い
、
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
を
増
減

し
、
組
合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
、

い
ず
れ
も
全
員
が
原
案
に
賛
成
し
た
。

　
報
告
第
一
六
号
の
専
決
処
分
は
、

公
園
遊
具
の
破
損
に
よ
る
負
傷
事
故

に
伴
う
損
害
賠
償
で
あ
り
、
点
検
の

あ
り
方
、
業
者
の
指
導
の
徹
底
を
含

め
、
安
全
管
理
に
万
全
を
期
す
よ
う

要
望
し
、
全
員
が
原
案
に
賛
成
し
た
。

な
が 

は
ま 

と
も  

き

　
　
平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日
か

　
ら
嘉
穂
郡
稲
築
町
、
同
郡
碓
井
町
、

　
同
郡
嘉
穂
町
及
び
山
田
市
が
廃
さ

　
れ
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
嘉
麻
市

　
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
も
の
。

報 

告 

案 

件
　
　
　
１
件

▽
専
決
処
分
（
公
園
遊
具
の
破
損
に

　
よ
る
利
用
者
の
負
傷
事
故
に
伴
う

　
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 [

承
認]

　
　
公
園
遊
具
の
破
損
に
よ
る
利
用

　
者
の
負
傷
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償

　
の
額
を
決
定
し
、
緊
急
に
和
解
契

　
約
を
締
結
す
る
必
要
が
生
じ
た
も

　
の
。請

　
　
　
願
　
　
　
１
件

▽｢

最
低
保
障
年
金
制
度｣

創
設
を
は

　
じ
め
と
す
る
年
金
制
度
の
改
善
に

　
つ
い
て
国
に
意
見
書
提
出
を
お
願

　
い
す
る
請
願
　
　
　
　
　[

不
採
択]

　
　
消
費
税
増
税
や
庶
民
大
増
税
を

　
行
わ
ず
に
全
額
国
庫
負
担
の
最
低

　
保
障
年
金
制
度
を
実
現
す
る
よ
う

　
意
見
書
提
出
を
求
め
る
も
の
。

陳
情
・
要
望
等
　
　
３
件

▽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
関

　
す
る
陳
情

　
　
　
　
　
　[

厚
生
委
員
会
に
送
付]

　
　
聴
覚
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　
ー
シ
ョ
ン
バ
リ
ア
を
取
り
払
い
、

　
地
域
生
活
に
必
要
な
人
々
と
の
関

　
係
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
健
聴
者
並

　
に
享
受
で
き
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

▽
個
人
所
得
課
税
に
お
け
る
各
種
控

　
除
の
安
易
な
縮
小
等
を
行
わ
な
い

　
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

　
す
る
陳
情

　
　
　
　
　 [

厚
生
委
員
会
に
送
付]

　
　
個
人
所
得
課
税
に
お
け
る
各
種

　
控
除
の
安
易
な
縮
小
及
び
所
得
税

　
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲

　
に
あ
た
っ
て
、
住
民
負
担
へ
の
配

　
慮
措
置
を
講
じ
る
た
め
の
意
見
書

　
提
出
を
求
め
る
も
の
。

▽｢

米
国
産
牛
肉
の
拙
速
な
輸
入
再

　
開
に
反
対
し
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
万
全
な

　
対
策
を
求
め
る｣

意
見
書
採
択
に

　
関
す
る
陳
情

　
　
　
　
　 [

文
教
委
員
会
に
送
付]

　
　｢

食｣

に
対
す
る
国
民
の
生
命
の

　
安
全
と
安
心
を
確
保
し
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ

　
問
題
へ
の
万
全
な
対
策
を
政
府
に

　
求
め
る
も
の
。

　
　
七
日 

本
会
議（
議
案
の
上
程
、　
　

　
　
提
案
理
由
の
説
明
、　
　

　
　
議
案
の
考
案
）

　
　
　 

　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
八
日 

休
会（
議
案
の
考
案
）

　
　
九
日 

本
会
議（
議
案
質
疑
、

　
　
　
　
　
　
委
員
会
付
託
）

　
　
　 

　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
十
日 

休
会（
閉
庁
）

　
十
一
日 

休
会（
閉
庁
）

　
十
二
日 

各
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
議
案
審
査
）

　
十
三
日 

各
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
議
案
審
査
）

　
　
　
　 

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
十
四
日 

各
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
議
案
審
査
）

　
十
五
日 

本
会
議（
一
般
質
問
）

　
十
六
日 

本
会
議（
一
般
質
問
）

　
十
七
日 

休
会（
閉
庁
）

　
十
八
日 

休
会（
閉
庁
）

　
十
九
日 

各
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
議
案
採
決
）

　
二
十
日 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　 

各
常
任
委
員
会（
閉
会
中
　

　
の
調
査
事
件
の
調
整
等
）

二
十
一
日 

本
会
議（
委
員
長
報
告
、質
　

　
疑
、討
論
、採
決
）

十
二
月
定
例
会

　
　
　
会
期
日
程

議決結果（賛否が分かれた案件）
※その他の案件については全員賛成で可決されました。

創政会［無所属⑥］
みらい［無所属④］
公明党［公明党④］

かすが21［無所属② 社民党①］
近未来春日塾［無所属③］
日本共産党［日本共産党②］

※友　英司議員（創政会）は議長職のため、表決権はありません。

※各会派の所属議員の党派は次のとおり 欠は欠席　○賛成　●反対
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

臨
時
会
の
報
告

市役所に設置してある地震計

春日東小学校のなかよしクラブ

　
本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
た
「
平

成
十
六
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
」
に
つ
い
て
議
会
閉
会
中
に

四
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
平
成
十
六
年
度
の
歳
出

決
算
額
は
二
百
九
十
八
億
八
千
三
百

四
十
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
審
査
の
過
程
で
の
主
な
意
見
と
し

て
は
、
不
納
欠
損
の
解
消
、
随
意
契

約
に
お
け
る
業
者
選
定
の
公
平
性
、

弥
生
の
里
児
童
画
大
賞
展
事
業
の
内

容
と
質
の
向
上
、
食
の
自
立
支
援
事

業
に
対
し
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
力
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
な

ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
賛
成
討
論
と
し
て
は
、
地
方
交
付

税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
る
な
か

で
、
執
行
部
の
経
営
努
力
に
よ
り
財

政
運
営
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
反
対
討
論
と
し
て
は
、
地
方
交
付

税
が
削
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
臨
時

財
政
対
策
債
が
、
借
金
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
て
い
る
こ
と
、
補
助
金
の
削
減

が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
同
和
団
体

へ
の
補
助
金
だ
け
は
、
例
年
通
り
支

出
さ
れ
て
い
る
た
め
容
認
で
き
な
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決

の
結
果
、
賛
成
八
名
、
反
対
一
名
の

賛
成
多
数
で
認
定
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

◆
第
五
回
臨
時
会

　
　
平
成
十
七
年
第
五
回
臨
時
会
が
、

　
十
一
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
ま

　
し
た
。

　
　
本
臨
時
会
で
は
、
条
例
案
件
四

　
件
、
報
告
一
件
が
提
出
さ
れ
、
す

　
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
改
正
　
　
　
　
　
　[

原
案
可
決]

　
　
人
事
院
の
平
成
十
七
年
度
給
与

　
改
定
に
係
る
勧
告
に
か
ん
が
み
、

　
本
市
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

　
つ
い
て
も
、
こ
れ
に
準
じ
て
改
定

　
を
行
う
も
の
。

▽
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

　
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　
正
　
　
　
　
　
　
　
　[

原
案
可
決]

　
　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
定
に

　
併
せ
て
、
常
勤
の
特
別
職
の
職
員

　
の
給
与
を
改
定
す
る
も
の
。

▽
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　[

原
案
可
決]

　
　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
定
に

　
併
せ
て
、
教
育
長
の
給
与
を
改
定

　
す
る
も
の
。

▽
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

　
償
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
改
正
　
　
　
　
　
　
　[

原
案
可
決]

　
　
一
般
職
及
び
常
勤
の
特
別
職
等

　
の
職
員
の
給
与
改
定
の
状
況
に
か

　
ん
が
み
、
市
議
会
議
員
の
報
酬
を

　
改
定
す
る
も
の
。

▽
専
決
処
分
（
中
学
校
の
防
球
フ
ェ

　
ン
ス
を
越
え
た
打
球
に
よ
る
自
動

　
車
の
損
傷
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償

　
の
額
の
決
定
）
　
　
　
　
　[

承
認]

　
　
中
学
校
の
防
球
フ
ェ
ン
ス
を
越

　
え
た
打
球
に
よ
る
自
動
車
の
損
傷

　
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償
の
額
を
決

　
定
し
、
緊
急
に
和
解
契
約
を
締
結

　
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

一 

般 

質 

問
　
十
二
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、十
五
日
、十
六
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
二
日
間
で
、十
二
名
の
議
員
が
登
壇
し
、市
政

全
般
に
つ
い
て
、十
四
項
目
に
わ
た
り
、質
問
を
行
い

ま
し
た
。

問

問

答

   

さ  

と
う      

か
つ  

じ

む
ら 

や
ま
　   

ま
さ  

み

ふ
じ  

い
　
　   

と
し  

お

答

問

　
本
当
の 

「
市
民
が
真
ん
中
」 

の

　
　
　
　
　
　
市
政
の
実
行
を

　
　
　
　

村
山
　
正
美 

議
員

　
井
上
市
政
の
二
期
目
は
「
市

民
が
真
ん
中
」
が
貫
か
れ
て
い

る
の
か
疑
問
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い

事
態
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
い
る
。

　
今
議
会
の
補
正
予
算
で
限
度
額
を

明
示
し
な
い
債
務
負
担
が
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
行
政
の
都
合
で

あ
り
政
策
の
詰
め
の
不
十
分
で
は
な

い
か
。

　
指
定
管
理
者
の
指
定
五
議
案
は
、

こ
れ
ま
で
運
営
を
委
託
し
て
い
た
施

設
に
つ
い
て
は
、
公
募
に
よ
ら
ず
管

理
者
の
指
定
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

市
民
に
と
っ
て
の
よ
り
良
い
選
択
よ

り
、
限
ら
れ
た
時
間
で
行
政
が
対
応

で
き
る
範
囲
で
の
選
択
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
の
直
営

化
は
部
長
の
ポ
ス
ト
を
減
ら
し
、
実

務
に
当
た
る
職
員
の
配
置
を
厚
く
す

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。
こ
の
方
向

で
の
再
考
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
債
務
負
担
行
為
で
は
、
契
約

期
間
が
三
年
で
、
年
度
ご
と
の

見
通
し
が
難
し
い
状
況
な
ど
予
算
額

が
確
定
し
が
た
い
た
め
、
文
言
に
よ

り
表
示
し
た
。

　
指
定
管
理
者
の
選
考
は
、
適
切
で

平
等
な
保
育
が
で
き
る
か
、
安
定
し

た
管
理
が
行
な
え
る
か
、
な
ど
を
審

査
し
て
決
定
し
た
が
、
改
善
す
べ
き

点
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
取
り
上
げ

て
善
処
し
て
い
き
た
い
。

　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
の
組
織

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
、
財

団
か
ら
直
営
へ
の
移
行
に
伴
う
事
務

処
理
を
考
え
て
一
年
後
の
見
直
し
を

条
件
に
現
状
の
体
制
に
し
た
。

　
市
政
の
方
向
を
市
民
に
知
ら
せ
、

多
く
の
市
民
と
の
対
話
の
中
か
ら
市

民
の
心
を
く
み
上
げ
、
常
に
将
来
を

洞
察
し
な
が
ら
行
政
運
営
を
図
る
、

「
市
民
が
真
ん
中
」
は
政
治
信
条
で

あ
り
今
後
も
邁
進
し
て
参
り
た
い
。

　
警
固
断
層
の

　
　
　
　
情
報
公
開
に
つ
い
て

佐
藤
　
克
司 

議
員

　

　
警
固
断
層
が
博
多
湾
沖
よ
り

福
岡
市
・
春
日
市
・
大
野
城
市

を
経
て
筑
紫
野
市
へ
と
約
二
十
二
キ

ロ
と
縦
走
し
て
お
り
ま
す
が
、
三
月

二
十
日
に
発
生
し
た
福
岡
西
方
沖
地

震
に
見
舞
わ
れ
福
岡
市
周
辺
は
地
震

安
全
神
話
が
崩
れ
地
震
に
対
す
る
関

心
が
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

後
の
国
の
調
査
で
阪
神
大
震
災
を
引

き
起
こ
し
た
野
島
断
層
の
よ
う
な
直

下
型
地
震
を
引
き
起
こ
す
確
率
が
高

ま
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
警
固
断
層
の
今
後
の
活
動
は
決
し

て
安
心
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

断
層
上
の
街
づ
く
り
の
あ
り
方
を
考

え
直
す
べ
き
だ
が
、
過
剰
に
地
震
に

恐
れ
る
こ
と
な
く
冷
静
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
出
来

る
だ
け
情
報
の
開
示
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
市
長
の
考
え
を
お
尋
ね

い
た
し
ま
す
。

　
本
年
三
月
と
四
月
に
発
生
し

ま
し
た
福
岡
県
西
方
沖
地
震
に

よ
り
、
福
岡
県
の
地
震
安
全
神
話
は

崩
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
地
震
直
後

の
海
底
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
警
固

断
層
の
み
な
ら
ず
、
石
堂
・
海
の
中

道
断
層
も
今
後
の
活
動
に
影
響
が
あ

る
と
の
報
道
が
さ
れ
、
活
動
の
可
能

性
が
低
い
と
さ
れ
て
い
た
警
固
断
層

が
、
危
険
度
の
高
い
断
層
と
し
て
認

定
さ
れ
れ
ば
、
本
市
の
防
災
計
画
に

お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
、
独
立
行
政
法
人
の

産
業
技
術
研
究
所
が
警
固
断
層
の
掘

削
調
査
を
始
め
、
今
年
度
中
に
ま
と

め
て
公
表
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
正
確
な
調
査
結
果
は
、
本

市
の
地
震
対
策
の
重
要
な
デ
ー
タ
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
デ

ー
タ
等
を
広
く
市
民
の
皆
様
に
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

   

「
防
犯
・
防
災
対
策｣

に
つ
い
て

　
　
　
　

藤
井
　
俊
雄 

議
員

　
行
政
は
、
災
害
や
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
万
が
一
に
備

え
、
万
全
な
対
策
と
体
制
整
備
を
使

命
と
し
ま
す
。

　
①
非
常
時
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

情
報
を
全
市
民
へ
瞬
時
に
伝
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
為
に
「
防
災
無
線

シ
ス
テ
ム
」
は
、
災
害
時
な
ど
の
非

常
時
に
限
ら
ず
、
全
市
民
へ
の
情
報

な
が 

は
ま 

と
も  

き

議決結果（臨時会の分）

議決結果（追加の分）9月定例会

※その他の案件については全員賛成で可決されました。

9月定例会の議決結果（賛否が分かれた案件）に下記の案件が漏れておりましたので、お詫びして追加で掲載いたします。
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